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19世紀乃だリカインル アンの染織
一バーラントコレクション0ナバホブランケットー

昭和 60年 4月 2日 (火 )～ 5月 19日 (日 )

第一会場 (地下1階 。主陳列室)

第二会場 (2階 ・サロンミュゼ。特別陳列室)

渋谷区立松濤美術館

〔講演 会 〕(地下2階ホール)

4月 20日仕)午後 2時 ～
「アメ リカインディアンの染織一ナバホブランケッ ト」

関西大学教授 角 山 幸 洋

5月 11日仕)午後 2時 ～
「ナバホインディアンのブランケットー20世紀のスタイル とその技法」

小 林 桂 子

セ ラペ ス タイル ウエ ッジ ウ ィー プスタイル



説解

現在 、ナバ ホ族 はア メ リカ合衆 国のニ ュー メキシヨ ・ア リゾナ州 に またが

る地域 に住 んでい ます が、彼 等 の織 り成 すブ ラ ンケ ッ トは、 その色 の鮮 や か

さ と独特 のデザ イ ン ・織 りの技術 の特色 に よ り、高 く評イ面され てい ます。

4・ 500年程 前 に、カナ ダか ら南下 したナバ ホ族 です が、その織物 は、他 部

族 との交流 によって得 た知識 を、独 自の感覚 で、 さ らに発展 させ て作 り上 げ

た ものです。

1690年、ブエ プロ族 はスペ イン人 の支配 に対 し反抗 の峰 火 を上 げ た ものの

失敗 し、数 多 くのブエ ブ ロイ ンデ ィア ンがナバ ホの領地 に逃 げ込 む こ とにな

りました。 その結果 、プエ ブ ロ族 の男達 に よって織 られ ていた染織 の技術 が

ナバ ホ族 の女達 に伝 え られ る こ とにな りま した。長 い 間木綿 を使 い織 って い

たブエ ブ ロ族 はスペ イ ン人 よ り、原毛 を紡 いで糸 にす る技術 も習得 してい ま

したの で、ナバ ホ もこれ を受 け継 ぎ、経 糸 、緯糸 を羊毛 で織 るこ とをこの時

か ら始 め たの です。

主 なス タイル と用語

チーフ ブランケット

“曾長 のブランケッ ト"と

い う名称 は権威 の象徴 を意

味す るのではな く、 どの種

族 の男性 も肩 か らはおった

ブランケ ッ トで、横長 の ス

タイルの もの をい う。 男性

だけではな く女4生用 もある。

セ ラ ペ ス タ イ ル

プエプロ族 の織物 とは別

に、 スペ イ ン系 織物 か ら直

接 影 響 を受 け た ス タイル で 、

バ エ ソヽタセ ラベ とも呼 ばれ

た。 貴 重 なバ エ ッタ を豊 富

に使 っ た、 この たて長 の ブ

ラ ンケ ッ トは珍 重 され 、 ま

た高価 な交 易 品 で 、数 多 く

は織 られ て い ない。 メ キ シ

(ブ ラ ンケ ッ ト)

プエ ブ ロ族 の織 った、体

に巻 きつ け肩 にはお る長方

形の 1枚 の布 は、スペ イン

語 のマ ンタ、 または英語 で

ケープ な どと呼 ぶが、十バ

ホ族 の織 る同 じ形態 の布 を、

ブ ランケ ントと呼 んでい る。

コの織 物 で あ るサ ル テ ィ ロ

セ ラペ をナバ ホ族 が手 に入

れ た こ とは な いが 、南西部

の スペ イ ン本直民者 や メ キ シ

ヨ人 の セ ラペ を 目に し、中

央 の菱 形 や文 様 の繰 り返 し

な どを手本 と した。

チ ー フブラ ンケ ツ ト

セ ラペス タイル



バ ン ドス タイル

バ ン ドス タイル (帯状模様 )

ボ スケ ・レ ドン ドか ら帰

郷 し、 イ呆留地 にシ多ち着 い た

後 、 1870年 代 初 頭 か らイ云統

的 ス タイル を織 り続 け る努

力 をす るが、新 しいデザ イ

ン も生 まれ る。 その きっか

け とな っ たの は、 ボ スケ ・

レ ドン ドの ス タイル で、単

糸屯なス トラ イフ
°
ス タイル に

か わ っ て、文 様 エ レメ ン ト

め:くらま

アイダズラー (目眩し模様)

1870年 代 末 まで 0こ、 化学

染料 が導 い た、 その名 の と

お り目映 いばか りの赤 や原

色 が織 りなす ス タ イル。 保

留地 での新 しい出発 に、再

び 自由 を取 りも ど した時期

を象徴 す るか の よ うに、色

彩 もデザ イ ン も新 しい試 み

が な され 、特 に細 い原色 の

機 械 生 産 の糸 ジャー マ ンタ

ウ ェ ッ ジ ウ ィ ー ブ ス タ イ ル

1875年頃 、 リオ グラ ンデ

川流域 に住 むナバ ホ イ ンデ

ィア ンに よって 、緯 糸 を経

糸 に対 して直 角 で な く、斜

め に織 り入 れ る技法 が生 み

出 され た。 全体 をこの技 法

で織 っ た もの は、緯 糸 が縞

柄 で角 度 をつ け て一 方 向 に

な らぶ段 と、 その逆 方 向 に

な らぶ段 とが交 互 に繰 り返

を横 に並 べ たバ ン ドス タイ

ル (帯状 模 様 )が 現 われ た。

(ボ スケ ・レ ドン ドの 5年 間 )

ナバ ホ族 が、合衆 国政府

に監禁 され た 5年 間 、原毛

が手 に入 らな くな り、サ ク

ソニーや ジャーマ ンタウ ン

の糸 を支給 され た時期。 糸

紡 ぎにかけ るエ ネルギー を

織 その もの にか たむけ、豊

富 にそろった色彩 で、デザ

イ ンの 可育ヨ性が拡 が つた。

ウ ンの出現 が この ス タ イル

に―イ支か って い る。 鋸 歯状

線 や三 角 形 と組 合 せ た菱文

様 が主体 的 なモ チー フ とな

っ て、 か さな りあ い放 射状

に ひ ろが り、文 様 の逆 倒 置

な どで織 面 はエ ネル ギー の

ぶ つ か り合 う、劇 的 な視 覚

的 効 果 を打 出 して い る。

(楔 形 模 様 )

し、結 果 的 に縦 方 向 ジ グザ

グの糸高模 様 とな る例 が 多い。

(堅  機 )

ナバ ホ族 の織機 は、支柱

をたてて垂 直 にり長った堅機

であ る。 この機 は、ブラ ン

ケ ッ ト1枚 ご とに組 み立 て

られ る。 2本 の支柱 は、織

巾 よ り内側 の場 合 もあ り、

屋外 で織 る時 、 2本 の樹木

を利用す るこ ともあ る。
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ウェッジ ウ イープス タイル



【美術相談】

専門知識 と経験豊富な美術作家を招 き、みな

さまの文化活動の援助になればと美術 (制作)

相談室を開設 します。

★相談内容

洋画 。日本画を中′し、にみなさまの制作作品を

見て、相談指導をします。また美術史 ・美術図

書などの相談もお受けします。

☆相談日・相談美術作家

●4月 28日(日)午後 1:oo～ 4:00

洋画家 ・遠藤原三氏/日 本画家 ′荒井朝1吉氏

●5月 19日(日)午後 1:00～ 4:00

洋画家 ・磯村敏之氏/日 本画家 ・滝沢具幸氏

☆申込方法

事前に電話で相談内容を申し込みください。

【美術映画会】

●4月 2:日(日)午後 2:00～ 2:45

「幻の錦」

●5月 5日 (日)午後 2:00～ 3:00

「手漉和紙」
「森口華弘 と京友禅」

2階

l階

松濤美術館 ・平面図

地下1階

地下2階

特別陳列室
(第二会場)

V

ロビー

○

却

主陳列室

(第一会場)

会   期  昭和60年 4月 2日 ω ～ 5月 19日(日)

休 館 日 4月 8日 (月)14日lB)22日030(拗

5月 1 日IЮ 2 日IЮ 7 日しり8 日ケ112(日)

個 人 団体 (20人以上)

般 200F弓 160円

小 ・中学生 100FEl 80F可

酒 屋

開館時間

入 館 料

ガ著谷[XttEl公 濤誇逹術 1漕  〒450東 京都渋谷区松濤二丁目14番14号 電話 (03)465-9421


